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老舗企業の強さの源泉
幾多の困難を乗り越え、長期間経営を継続してきた老舗企業の強さ

の源泉はどこにあるのだろうか。５つの点から明らかにする。

まず、のれんを創ること。そのためにビジネスに対する一貫した考え
方、経営理念を持ち、その理念を浸透・共有化していくことが「のれん
を創り」「その企業らしさ」を生み出している。（→２～3 ページ参照）

のれんが創られたら、次に自社の強みを生かすことで、長期的、持続
的な競争力のある商いを創り出している。（→４～７ページ参照）

そして、創り出した商いを成長させるため、顧客や取引先と学びあっ
て信頼関係を創っている。（→８～１１ページ参照）

また、商いを支える従業員や後継者を育てること。独特の人の育て
方が老舗企業の強さを生み出している。（→１２～１５ページ参照）

さらに、商いを行う地域や地縁をビジネスに生かしていること。同時
に、その地域の活動に参画することで、地域の価値を高めるとともに、
巡り巡って自社の繁栄にもつなげている。（→１６ページ参照）
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はじめに

東京都中央区には、幾多の環境変化を乗り越え、現在まで経営を続けている老舗企業が多数

存在しています。そして、その集積は、東京２３区の中でも２番目に小さな面積にもかかわらず、区

内全域にみられます。こうした例は全国的に見てもほかに類のないほどです。

そこで、東京商工会議所中央支部では、区内全域に老舗企業が集積している特性に着目し、

「中央区老舗企業塾」事業を立ち上げ、多くの老舗企業経営者のご協力をいただき、平成22年3

月に報告書「老舗企業の生きる知恵」をとりまとめました。

しかしながら、報告書の内容が膨大で多岐にわたっているとの声がございましたことから、この

たび簡易版を作成することとなりました。

本書では、老舗企業が経営を継続してきた強さの源泉をとらえることで、企業が継続していく

ために重要と思われるポイントをエッセンスに絞って掲載しております。

経営に直接携わっておられる方ばかりでなく、企業経営について関心のある方々にもご一読い

ただき、様々な場面での参考としていただけましたら幸甚に存じます。

終わりに、「中央区老舗企業塾」事業にご協力いただきました関係者の皆様に、この場を借り

て厚くお礼申し上げます。
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個性を創る経営理念
経営理念には、自社の提供する商品・

サービスのありよう（こだわり）を明確に

定義しているものも多い。「良質廉価」な

どがその例だが、それは同時に、自らの顧

客を提供する商品・サービスの理解者とし

ており、ターゲットとする顧客や市場につ

いても間接的ながら自ら決めている。

一方で、顧客との関係づくりやその基本

姿勢を示しているものもある。「顧客＝市場」

を定義するとともに、顧客との関わり方に

ついても、明確な方針をもっているのであ

る。こうした経営理念がその企業の「個性」

を創っている。

個性を薄めない経営理念
こだわりをもって創り込んだ個性であっても、競争の激しい経済環境の下では魅力が色あせる危

険性は高い。差別化の源である「個性」を薄めず、自社の強みを着実に、かつ長期にわたって強

化し続けることがなによりも必要である。

経営理念の中には、いたずらに規模を追わず、「身の丈にあった商売」を心がけるように諭すも

のや、本業を重視し、目先の利益を追わない訓え（おしえ）もある。本業から逸脱し、投機的なこ

とで利益を得るようでは個性が埋没しかねないからである。

さらに、本業を守るために、無駄遣いをしないなど金銭面での戒めも多く、財務上での保守性を

重んじる考え方も明記されている。
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老舗企業の強さに学ぶ

一.のれんを創る一.のれんを創る ■「らしさ」を生み出す

老舗企業には、他の会社とは異なる「その会社らしさ」が息づいており、
それこそが「のれん」となって顧客へアピールする魅力となっている。
その「らしさ」を生み出す基盤には、会社の在り方や商いの仕方などに関する経営理念があり、
そしてその理念が浸透、共有化されているからこそ、老舗企業はブレることのない経営を続けているのである。

中央区老舗企業塾

1. 個性を創る経営理念
□ 経営の精神的な支柱となる経営理念をもっている
□ 商品やサービスに徹底した自社なりのこだわりをもっている
□ 主体的に自社の得意分野を決めることで、ターゲットとなる顧客層を明らかに
している

□ 自社独自の経営スタイルを意識的につくっている
□ 顧客や取引先との関係についての基本的な考え方が明らかになっている

2. 個性を薄めない経営理念
□ 身の丈にあった商売を展開している
□ 企業規模にはこだわっていない
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7割以上(70.6％)の企業が「社訓（家訓）や経営理念（社是）がある」と回答。
東京商工会議所中央支部「中央区内老舗企業に関する調査」平成２０年
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■経営理念の有無

個性を
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●商品・サービス・技術等を
明確にしている。
●顧客・取引先に対する姿
勢を明確にしている。
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